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通常の地震スクラム後の冷却 今回の事故の状況

地震直後の状況（福島第一）

地震発生

スクラム

 
（水平135ガル，上下100ガル）

外部電源への電源切替

 
（失敗しても非常用ディーゼル

 
発電機からの給電）

冷却システムの起動
（２ないし３系統の多重性を有し

 
ており１系統が起動失敗しても

 
冷却可能）

14時46分地震発生

 
（6号機431ガル，Ss448ガル）

スクラム

 
（水平135ガル，上下100ガル）

・地震とほぼ同時に送電設備が
損傷し外部電源停電

 
・非常用ディーゼル発電機自動
起動成功

15時10分ごろ津波襲来（14m以上）

・海水系機器は冠水し使用不能
・タービン建屋内に海水が浸入し、

 
非常用ディーゼル発電機及び非常

 
用電源設備が冠水、使用不能

停電および海水系運転不能に

 
よる冷却システムの起動不能

津波襲来時刻は、気象庁

 
発表の津波到達予想時刻

3号機で507ガルが観測さ

 
れているが、時刻歴データ

 
が完全に取得できておらず、

 
現在評価中
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送電線被害状況および津波による被害状況（福島第一）

１２３４ ５ ６

取水口 取水口

新福島変電所

非常用ディーゼル発電機、

 
非常用電源装置ほかT/B T/B T/B T/B T/B T/B

海水系ポンプ・モータほか

 
（海面から4m）

R/B R/B R/B R/B R/B R/B

××

鉄傾

 
き

制御盤水没

 

（受電不可）

超高圧

 
開閉所

遮断器損傷

 

（受電不可）

× × × × × ×

× × × × × ×

× ：津波による損傷
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双葉線は

 
送電機能

 
のみ

Ｄ／Ｇ

 

６Ｂのみ起動

・・・・・

・・・・・

鉄塔等の送電設備の損傷

 
状況については調査中
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福島第一原子力発電所における津波の状況

原子炉建屋

取水路
防波堤

基準水位

 

O.P.

 

0m

想定津波

 
最高水位

 
O.P.+5.7m

（Ｏ.P. 小名浜港海面）

● ●

扉

※：

 

５～６号機の敷地高さは O.P.+13m

福島第一で想定して

 
いた津波の最高水位

＋５．７

 

ｍ

敷地面の高さ（１～４号機）
＋１０

 

ｍ
敷地面の高さ（５～６号機）

＋１３

 

ｍ

タービン建屋

非常用ディーゼル発電機

電源装置

扉

● ●

ポンプ面高さ

 

O.P.+４m
（１～４号機）

海水ポンプ

（浸水あり）

福島第一

防波堤

敷地高さ

 

O.P.+10m
（１～４号機）

 

※

今回の津波：＋１４ｍ以上
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通常の地震スクラム後の冷却 今回の事故の状況

地震直後の状況（福島第二）

地震発生

スクラム

 
（水平135ガル，上下100ガル）

外部電源への電源切替

 
（失敗しても非常用ディーゼル

 
発電機からの給電）

冷却システムの起動
（２ないし３系統の多重性を有し

 
ており１系統が起動失敗しても

 
冷却可能）

14時46分地震発生

スクラム

 
（水平135ガル，上下100ガル）

外部電源停電せず

１～４号機とも外部電源により
原子炉系の機器は稼動

15時10分ごろ津波襲来（14m以上）

 
1、2、4号機の海水系運転不能によ

 
る冷却システムの起動不能。3号機

 
は冷却可能

14日中に１、２、４号機の海水系

 
復旧。これにより全台の原子炉

 
は冷温停止、使用済燃料プール

 
は通常の冷却状態

津波襲来時刻は、気象庁

 
発表の津波到達予想時刻
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送電線被害状況および津波による被害状況（福島第二）

１ ２ ３ ４

取水口

新福島変電所

超高圧開閉所

非常用ディーゼル発電機および非常用

 
電源装置はＲ／Ｂ（原子炉建屋）に設置

T/B T/B T/B T/B

海水系ポンプ・モータほか

 
（海面から4m（建屋内））

R/B R/B R/BR/B

新福島変電所～福島第二間

 
は4回線設置されているが、3 
回線が停電し、1回線で給電

・・・・・

・・・・・・

富
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× ××

× ：津波による損傷

鉄塔等の送電設備の損傷

 
状況については調査中

５



福島第二原子力発電所における津波の状況

原子炉建屋

取水路
防波堤

基準水位

 

O.P.

 

0m

想定津波

 
最高水位

 
O.P.+5.2m

（Ｏ.P. 小名浜港海面）

● ●

扉

福島第二で想定していた

 
津波の最高水位

＋５．２

 

ｍ

敷地面の高さ
＋１２

 

ｍ

タービン建屋

扉

● ●

海水建屋

 

地表面高さ

 

O.P.+４m

（1号機については浸

 

水あり2～4号機につ

 

いては浸水なし）（浸水あり）

福島第二

防波堤

非常用ディーゼル発電機
電源装置

海水熱交換器建屋

海水ポンプ
● ●

扉

（浸水あり）

敷地高さ

 

O.P.+12m

今回の津波：＋１４ｍ以上
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１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機

運転状況

 

（地震発生前）
運転中 運転中 運転中 定期検査中 定期検査中 定期検査中

自動停止

 

（地震発生後）
○ ○ ○ － － －

原子炉の冷却

非常用復水器により原

 

子炉冷却・減圧

↓

直流電源枯渇により非

 

常用復水器使用不能

↓

原子炉冷却機能喪失し、

 

原子炉水位低下、炉心

 

露出・損傷

↓

炉心損傷に伴い水素が

 

発生し、12日15時36分ご

 

ろ爆発

↓

12日20時20分から海水

 

注入による冷却中

原子炉隔離時冷却系に

 

より原子炉冷却・減圧

↓

直流電源枯渇により原

 

子炉隔離時冷却系使用

 

不能

↓

原子炉冷却機能喪失し、

 

原子炉水位低下、炉心

 

露出・損傷

↓

14日21時20分から海水

 

注入による冷却中

高圧注水系により原子

 

炉冷却・減圧

↓

直流電源枯渇により高

 

圧注水系使用不能

↓

原子炉冷却機能喪失し、

 

原子炉水位低下、炉心

 

露出・損傷

↓

13日9時38分から海水注

 

入による冷却

↓

炉心損傷に伴い水素が

 

発生し、14日11時1分ご

 

ろ爆発

（燃料なし）

逃し安全弁による減圧と

 

復水補給水系による給

 

水

↓

海水系復旧により残留

 

熱除去系による原子炉

 

冷却

・20日14時30分冷温停

止完了

・６号機より電源融通

逃し安全弁による減圧と

 

復水補給水系による給

 

水

↓

海水系復旧により残留

 

熱除去系による原子炉

 

冷却

・20日19時27分冷温停

止完了

・自号機非常用電源

使用済燃料

 

プールの冷却
確認中

20日15時05分～17時20

 

分に海水約40トン注入

22日16時07分～17時01

 

分に海水約18トン注入

17日：ヘリコプターによる

海水放水

17日以降：消防車による

 

海水放水

20日以降：ハイパーレス

 

キュー隊による海水放水

使用済燃料プールの冷

 

却不能のため、使用済

 

み燃料が露出・損傷

↓

燃料損傷に伴う水素が

 

15日6時20分ごろ爆発

20日：消防車による海水

 

放水

22日：コンクリートポンプ

 

車による海水放水

復水補給水系による給

 

水

↓

海水系復旧により残留

 

熱除去系による使用済

 

燃料プール冷却

・

 

６号機より電源融通

復水補給水系による給

 

水

↓

海水系復旧により残留

 

熱除去系による使用済

 

燃料プール冷却

・

 

自号機非常用電源

電源（外部電源） 復旧工事中
20日：外部電源からの

受電開始

22日：外部電源からの

受電開始

22日：外部電源からの

受電開始

21日：外部電源からの

受電開始

22日：外部電源からの

受電開始

福島第一原子力発電所の状態（平成23年3月23日16時00分現在）

注１：2号機格納容器については、15日6時14分ごろ原子炉建屋で爆発音があり、格納容器圧力抑制室の圧力がダウンスケールしたことから、
格納容器圧力抑制室が損傷したものと推定

注２：4号機については、15日および16日に原子炉建屋で火災が発生したが、自然に鎮火
注３：21日15時55分ごろ3号機で灰色がかった煙、同日18時22分ごろ2号機で白煙が確認されたが、現在は収まっている。
注４：使用済燃料共用プールについては、18日6時ごろほぼ満水であることを確認、21日10時37分から注水開始

７



柏崎刈羽原子力発電所における津波の想定と現状

平常水位

原子炉建屋

海水熱交換器建屋

取水路

防波堤

基準水位 T.P.

 

0m

想定津波

 
最高水位

 
T.P.+3.3m

● ●

扉

敷地高さ

 

T.P.+5m
（１～４号機）

 

※

（T.P. 東京湾平均海面）

非常用ディーゼル発電機
電源装置

● ●

扉海水ポンプ

※：

 

５～７号機の敷地高さは

 

T.P.+12m

過去最大の地震力

 
で仮想的な断層を勘

 
案し、評価している

 
津波の最高水位

＋３．３

 

ｍ

敷地面の高さ（１～４号機）
＋５

 

ｍ
敷地面の高さ（５～７号機）

＋１２

 

ｍ



 

当発電所に最大に津波を引き起こす位置で、日本海で過去に発生した最大級の地震が発生すると仮定し、

 
津波高さを＋３．３ｍと評価



 

当発電所地面の高さは、１～４号機で＋５ｍ、５～７号機で＋１２ｍ



 

仮に約２倍の高さ７ｍの津波が来ても、建屋の各扉には防水処置が実施済み



 

３月２０日に知事、市長、村長から、安全対策の抜本的見直しと万全の対応を求められており、更なる津波

 
対策（電源の確保、水源の確保、資機材の確保など）について検討してまいります。

タービン建屋

● ●

扉

柏崎刈羽

８



１号機 ３号機

２号機 ４号機

６号機

５号機

事務本館

福島第一原子力発電所

 

構内配置図

● ＭＰ－１

● ＭＰ－２ ● ＭＰ－３

● ＭＰ－４

ＭＰ－５

 

●

● ＭＰ－８

● ＭＰ－７

正門付近
最大

 

3月15日9:00
11930マイクロシーベルト/時間

至近

 

3月17日11:10
646

 

〃

３号機原子炉建屋内陸側
最大

 

3月15日10:00

 

400ミリシーベルト/時間
至近

 

3月20日15:00～17:30
150

 

〃
４号機原子炉建屋内陸側

最大

 

3月15日10:00

 

100

 

〃
至近

 

3月20日15:00～17:30
10～11

 

〃
（至近は最大とほぼ同じ地点の測定結果）

事務本館北
最大

 

3月18日

 

17:00

 

5055マイクロシーベルト/時間
至近

 

3月21日

 

10:00

 

2098

 

〃

放射線の測定結果
福島第一原子力発電所

西門
最大

 

3月19日8:10

 

830.8マイクロシーベルト/時間
至近

 

3月20日5:40

 

269.5

 

〃

注：ミリシーベルト＝1,000マイクロシーベルト

ＭＰ：モニタリングポスト

新潟県で検出された

 
放射性物質の半減期

ヨウ素-131
ヨウ素-134
セシウム-134
セシウム-137

約8日
約53日
約2年

約30年

ＭＰ－６

 

●
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